
畢

界

望

展

古
チ
ベ
ッ
ト
文
献
研
究
の
現
段
階

武

人

内

示日

こ
れ
ま
で
の
研
究
と
問
題
賄

699 

二
O
世
紀
初
頭
に
、
敦
但
石
窟
や
ミ
l
ラ
I
ン
(
ロ
プ
ノ
l
ル
地
域
)
、

マ
ザ
l
ル
タ
l
グ
(
コ

l
タ
ン
地
域
)
な
ど
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
い
の
諸
遺
跡

か
ら
愛
現
し
た
古
チ
ベ
ッ
ト
文
献
が
、
七

l
九
世
紀
の
古
代
チ
ベ
ッ
ト
(
吐

蕃
)
帝
園
の
同
時
代
新
資
料
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
帝
園

の
存
在
を
立
詮
し
そ
の
賓
態
に
光
を
あ
て
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

ス
タ
イ
ン
に
よ
る
敦
健
文
書
の
獲
得
(
一
九

O
七
年
)
か
ら
百
年
が
経
過
し
、

そ
の
聞
に
文
書
研
究
も
大
き
く
進
展
し
た
。
本
稿
で
は
、
歴
史
研
究
を
中
心

に
、
こ
れ
ま
で
の
山
チ
ベ
ッ
ト
文
献
研
究
の
流
れ
を
概
概
し
た
上
で
、
現
在

進
行
し
つ
つ
あ
る
新
た
な
研
究
動
向
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
古
チ
ベ
ッ
ト
文
献
後
見
か
ら
現
在
に
い
た
る
研
究
の
進
展
を
便
宜

的
に
つ
ぎ
の
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
み
よ
う
。

第

一

期

一

二

O
世
紀
初
頭
l
中
葉

第

二

期

一

二

O
世
紀
中
葉
1
後
小

第

三

期

一

二

O
世
紀
後
宇
1
現
在

第
四
期
一
現
在
l

第
一
期
は
、
新
出
文
書
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
招
来
さ
れ
た
後
の
文
書
の
整
理

と
模
索
的
解
讃
か
ら
始
ま
り
、
「
編
年
紀
』
や
『
年
代
記
』
な
ど
重
要
な
文

書
の
解
讃
と
出
版
、
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
、
そ
し
て
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
の
枠
組

み
の
設
定
に
至
る
時
期
で
あ
る
。
も
う
少
し
具
健
的
に
言
、
っ
と
、
一
九
二

O

年
頃
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
フ
ラ
ン
ケ
、
ト
l
マ
ス
、
ヴ
ア
レ
・
ド
・

ラ
・
プ
サ
ン
に
よ
る
ス
タ
イ
ン
文
書
の
整
理
と
研
究
、
パ
コ

l
と
ラ
ル

l
に

(
l
)
 

よ
る
ベ
リ
オ
文
書
の
整
理
と
研
究
の
成
果
が
、
ラ
ル

l
の
カ
タ
ロ
グ
や
ト
l

(
2
)
 

マ
ス
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文
書
問
版
な
ど
と
し
て
一
九
四

O
年
か
ら
五
心
持

代
に
か
け
て
賓
を
結
ん
だ
。
な
か
で
も
『
編
年
紀
』
と
『
年
代
記
』
の
山
川
版

は
重
要
で
、
そ
れ
と
並
行
し
て
(
リ
ゥ
ァ
チ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
古
チ
ベ
ッ
ト
語
碑
文
を
活
用
し
、
文
書
と
碑
文
と
い
う
雨
新
出

史
料
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
漢
文
史
料
お
よ
び
後
代
チ
ベ
ッ
ト
史
書
の
記
述
と

照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
の
枠
組
み
を
初
め
て
書
一
定
し

た
の
が
佐
藤
長
で
あ
る
。
古
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
よ
る
チ
ベ

y
ト
史
研
究
の
最

初
の
ピ

1
ク
を
書
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
期
は
、
第
一
期
の
研
究
の
鱗
績
と
深
化
の
時
期
と
い
え
よ
う
。
ス
タ

ン
、
ペ
テ
ツ
ク
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
ウ
ラ
ィ
、
山
口
瑞
鳳
、
王
莞
な
ど
の
研

究
に
よ
っ
て
、
文
書
の
解
稗
が
進
展
し
、
古
代
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
民
間
信

仰
の
諸
相
と
備
教
導
入
の
過
程
、
法
律
、
行
政
制
度
、
文
化
交
流
な
ど
に
つ

い
て
の
知
見
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
歴
史
研
究
と
し
て
は
、
一
九
八

O
年

(
6
)
 

代
に
出
た
、
吐
蕃
成
立
期
に
つ
い
て
の
山
口
の
詳
細
な
研
究
と
中
央
ア
ジ

ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
な
か
に
チ
ベ
ッ
ト
史
を
位
置
づ
け
る
ベ
ッ
ク
ウ
イ
ズ

(
7
)
 

お
よ
び
森
安
孝
夫
の
著
作
が
そ
の
持
尾
を
飾
る
。

第
三
期
に
な
る
と
歴
史
研
究
は
下
火
に
な
り
、
ウ

l
バ
ッ
ハ
、
シ
ェ
ラ
シ
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ヤ
ウ
プ
、
今
枝
由
郎
、
ヵ
プ
シ
ユ
タ
イ
ン
、
武
内
紹
人
、
楊
銘
な
ど
に
よ
る

文
書
同
学
的
研
究
が
中
心
と
な
り
、
研
究
封
象
と
ア
プ
ロ
ー
チ
も
愛
化
す
る
。

第
一
期
で
は
、
古
チ
ベ
ッ
ト
文
書
は
、
中
央
ア
ジ
ア
出
土
で
は
あ
る
が
チ
ベ

ッ
ト
本
土
の
朕
況
を
反
映
す
る
チ
ベ
ッ
ト
史
資
料
と
見
な
さ
れ
、
文
書
の
年

代
も
チ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
支
配
時
代
、
量
一
目
き
手
も
本
来
チ
ベ
ッ
ト

人
と
い
う
想
定
で
あ
っ
た
。
賓
際
、
主
な
封
象
と
な
っ
た
文
書
は
『
編
年

紀
』
や
碑
文
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
た
文
献
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ト

I
マ
ス
に

よ
る
手
紙
や
木
簡
の
研
究
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
書
を
チ

ベ
ッ
ト
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
古
チ
ベ
ッ
ト
文
書
を

こ
の
よ
う
に
「
均
質
的
」
に
み
な
す
こ
と
に
釘
し
、
第
二
期
で
も
す
で
に
ウ

ラ
イ
を
中
心
に
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
第
三

期
で
あ
る
。

第
三
期
の
封
象
と
な
っ
た
の
は
、
手
紙
・
契
約
文
書
・
法
律
訴
訟
文
書
・

木
簡
・
占
い
文
書
・
非
悌
数
宗
教
文
書
な
ど
、
各
地
で
日
常
に
使
わ
れ
た
第

一
次
資
料
で
あ
る
。
手
紙
や
契
約
な
ど
各
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
書
式
と
分
類
が
、

ス
タ
イ
ン
、
ペ
リ
ォ
、
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
、
ヘ
デ
イ
ン
、
大
谷
な
ど

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
行
な
わ
れ
た
結
果
、
っ
、
き
の
よ
う
な
問
題
貼
が

額
在
化
し
て
き
た
。

(
1
)
祉
舎
一
一
一
戸
詩
的
学
的
問
題
一
敦
煙
山
土
の
契
約
文
書
を
見
る
と
契
約

の
嘗
事
者
(
債
権
者
・
債
務
者
)
の
ほ
と
ん
ど
は
漠
人
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト

人
役
人
は
詮
人
と
し
て
現
れ
る
。
同
様
に
、
コ
ー
タ
ン
地
域
出
土
の
契
約
文

書
の
常
事
者
は
コ

1
タ
ン
人
で
あ
る
。
賓
際
そ
れ
ら
の
文
書
の
書
き
手
が
漢

人
や
コ
|
タ
ン
人
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
ま
た
手
紙
や
訴
訟
、
悌
典
な

ど
の
文
書
の
多
く
が
漢
人
や
ス
ン
パ
人
な
ど
非
チ
ベ
ッ
ト
人
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
事
も
わ
か
っ
て
来
た
。
古
チ
ベ
ッ
ト
文
書
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
配
下
の
多

言
語
・
多
民
族
枇
舎
の
産
物
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
書
か
れ

た
情
報
が
チ
ベ
ッ
ト
本
十
の
状
況
を
ど
の
程
度
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
、
っ
か
。

(
2
)
文
書
年
代
の
問
題
・
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
が
、
チ
ベ
ッ
ト
帝
園
崩

壊
後
も
沙
州
蹄
義
軍
と
コ

l
タ
ン
、
ウ
イ

j
明
王
岡
聞
の
園
際
公
用
語
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
の
を
指
摘
し
た
の
は
ウ
ラ
イ
で
あ
る
。
そ
の
後
武
内
は
、

図
際
関
係
に
限
ら
ず
、
渓
人
同
士
で
も
公
文
書
、
私
文
書
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず
チ
ベ
ッ
ト
文
書
が
使
わ
れ
て
い
た
、
言
い
換
え
れ
ば
、
一

O
世
紀
の

河
西
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
語
が
多
民
族
の
共
通
語

(
日
)

(
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
)
と
し
て
虞
く
用
い
ら
れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
た
。
七

(ロ)

世
紀
中
葉
か
ら
つ
く
ら
れ
始
め
た
古
チ
ベ
ッ
ト
文
書
と
そ
の
文
書
様
式
は
、

帝
国
期
に
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
に
浸
透
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
多
量
の
文
書

が
つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
帝
国
崩
壊
後
の
一

O
世
紀
か
ら
一
一
一
世
紀
ま
で
そ
の

(
日
)

惇
統
は
績
い
た
の
で
あ
る
。
チ
ベ
ァ
ト
史
と
チ
ベ
ッ
ト
文
献
史
に
お
け
る
空

白
期
と
い
わ
れ
て
い
た
一

o
l
一
一
一
世
紀
に
こ
の
よ
う
に
大
量
の
文
献
が
存

在
す
る
こ
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
史
や
偶
数
史
に
つ
い
て
再
検
討
を
迫
る
も
の
で

丸
町
ヲ
心
。

(
3
)
文
書
相
互
の
関
連
と
位
置
づ
け
一
各
ジ
ャ
ン
ル
の
文
書
の
研
究

が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
例
え
ば
木
簡
と
紙
文
書
の
使
い
分
け
、
契
約
文
書
と

訴
訟
、
上
口
い
文
書
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
は
チ
ベ
ッ
ト

祉
舎
・
な
い
し
チ
ベ
ッ
ト
支
配
下
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
相
互
干
に
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
木
簡
に
つ
い
て
は
、
形

欣
・
用
途
を
は
じ
め
と
す
る
木
簡
撃
的
分
析
を
導
入
す
る
事
に
よ
っ
て
、

コ
l
タ
ン
や
ミ

l
ラ
l
ン
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
の
軍
事
行
政
の
あ
り
か
た
も

(
川
)

わ
か
っ
て
来
た
。
そ
れ
と
契
約
、
法
律
、
占
い
な
ど
各
種
文
書
を
つ
き
あ
わ
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せ
る
こ
と
で
チ
ベ
ッ
ト
帝
圏
全
際
の
文
書
行
政
機
構
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
、
つ
。

新
し
い
研
究
動
向

701 

こ
れ
ら
の
問
題
貼
を
解
明
し
て
い
く
ツ
|
ル
と
し
て
お
お
き
な
役
割
を
果

た
す
の
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
デ
ジ
タ
ル
映
像
で
あ
る
。
。
フ
サ
ン
目
録
や
ラ

ル
l
日
銀
に
未
収
録
の
敦
短
文
書
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
イ
ン
、
ベ
リ
オ
雨
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ト

l
マ
ス
が
一
品
川
行
し
た
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
の
紙
文
書
に
つ
い
て
は
網
羅
的
な
カ
タ
ロ
グ
が
出
版
さ

れ
、
木
簡
は
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

電
子
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

テ
キ
ス
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る

C
叶
ロ
O
(
C
E
叶
F
Z

(

印

日

)

日
ロ
ロ
0
2
B
2
2
0
巳
E
と
で
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
主
要
な
古
チ
ベ
ッ
ト
文

書
の
入
力
が
進
行
中
で
あ
り
、
ま
た
岩
尾
一
史
、
ナ
タ
ン
・
ヒ
ル
を
中
心
に

(
口
)

碑
文
の
網
羅
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
作
成
中
で
あ
る
。

ス
タ
イ
ン
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
映
像
化
は
、
大
英
困
書
館
の
園
際
敦
健
学
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
日
司
)
に
よ
っ
て
迅
速
に
準
め
ら
れ
、
す
で
に
多
く
の
文
書

が
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
ペ
リ
オ
文
書
に
つ
い
て
も
全
文
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
二

O
O
八
年
一

O
月
に
お
わ
り
、
二

O
O
九
年
六
月
に

巴
℃
か
ら
公
開
さ
れ
る
議
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

C
叶
ロ
O

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
口
)
司
が
リ
ン
ク
さ
れ
た
事
で
、
テ

キ
ス
ト
と
童
像
の
隻
方
を
同
時
に
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

文
書
ア
ク
セ
ス
が
こ
の
よ
う
に
容
易
に
な
っ
た
結
果
、
異
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
属
す
る
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
書
を
比
較
す
る
事
で
、
古
チ
ベ
ッ
ト
文

献
を
慶
範
固
に
研
究
で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
古
チ
ベ
ッ
ト
文
献
デ
ー
タ
を
扱
う

新
し
い
世
代
の
歴
史
研
究
者
の
塞
頭
で
あ
る
。
雨
者
が
相
ま
っ
て
、
士
口
チ
ベ

ッ
ト
文
献
研
究
は
、
新
し
い
時
代
(
第
四
期
)
に
入
っ
た
と
言
え
よ
う
。
つ

ぎ
に
現
在
進
行
中
の
新
し
い
研
究
動
向
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

(
1
)
チ
ベ
ッ
ト
の
統
治
行
政
機
構
一
チ
ベ
ッ
ト
の
中
央
ア
ジ
ア
支
配

(
凹
)

は
、
コ
l
タ
ン
や
南
詔
の
よ
う
に
保
護
図
と
し
て
の
間
接
統
治
と
河
西
や
ロ

プ
ノ

l
ル
地
域
の
よ
う
に
軍
管
匡

(
E
H
O
B
)
制
を
と
る
直
接
統
治
に
お
お

き
く
分
か
れ
る
。
コ
ー
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
同
地
域
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
語
紙

(m) 

文
書
・
木
簡
と
最
近
ま
と
め
ら
れ
た
コ

l
タ
ン
語
文
書
の
デ
ー
タ
を
比
較
研

究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
コ
l
タ
ン
統
治
の
賓
態
(
行
政

車
位
・
比
減
・
徴
税
方
式
・
一
車
組
織
・
命
令
系
統
な
ど
)
が
か
な
り
詳
細
に

理
解
で
き
る
。
敦
慢
の
統
治
形
態
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
岩
尾
の
一
連
の
研

(
犯
)究

に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
雨
者
を
比
較
す
る
と
、
直
接
統
治
、
間

接
統
治
を
通
じ
て
一
貫
し
た
中
央
集
権
的
な
統
治
行
政
が
見
ら
れ
る
。

直
接
統
治
の
慕
本
軍
位
で
あ
る
軍
管
匿
(
例
え
ば
瓜
州
軍
管
匡
)
と
、
間

接
統
治
で
あ
る
保
護
国
(
例
え
ば
コ

1
タ
ン
)
は
、
同
レ
ベ
ル
の
行
政
単
位

(
お
)

で
あ
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
は
同
ラ
ン
ク
の
将
軍
戸
田
お
l

(

ザ
o己
で
あ
る
。
瓜

州
軍
管
匿
に
は
、
沙
州
・
粛
州
な
ど
の
州
が
あ
り
、
そ
の
長
は
チ
ベ
ッ
ト
人

の
ツ
ェ
ジ
エ
(
節
児
)
で
、
そ
の
配
下
に
漠
人
の
ト
ド
ク
(
都
督
)
o

州
に

置
か
れ
た
渓
人
千
戸
部
の
ト
ッ
が
は
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ト
ン
ボ
ン
(
千
戸
長
)

で
、
そ
の
補
佐
に
漢
人
の
ト
ン
ダ
が
配
置
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
コ

l
タ
ン
の

場
合
に
は
自
治
が
認
め
ら
れ
王
が
存
在
し
た
が
、
主
は
前
述
し
た
チ
ベ
ッ
ト

の
将
軍
の
下
位
に
あ
り
、
園
内
の
行
政
車
位
で
あ
る
州
な
い
し
城
の
ト
ッ
プ

は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ツ
エ
ジ
エ
で
そ
の
配
下
に
コ

l
タ
ン
人
の
役
人
ア

l

マ
l
チ
ヤ
が
い
る
、
つ
ま
り
、
沙
州
の
ツ
ェ
ジ
エ
|
ト
ド
夕
、
コ

l
タ
ン
の
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ツ
工
ジ
ェ
ア
l
マ
l
チ
ヤ
と
い
う
よ
弛
チ
ベ
ッ
ト
役
人
下
位
現
地
役
人

の
二
重
構
造
は
、
雨
者
に
共
通
し
て
い
る
。

コ
l
タ
ン
や
ツ
エ
ル
チ
軍
管
匝
内
の
通
信
は
木
簡
が
中
心
で
、
敦
慢
な
ど

漠
人
地
域
や
庚
域
の
通
信
メ
デ
ィ
ア
に
は
紙
文
書
が
使
わ
れ
た
。
そ
こ
に
見

え
る
吐
蕃
の
高
度
な
行
政
シ
ス
テ
ム
や
文
書
様
式
の
一
部
は
蹄
義
軍
期
に
お

い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
坂
尻
彰
宏
、
赤
木
崇
敏
、
石
川
巌
な
ど
の

研
究
か
ら
わ
か
っ
て
来
た
。
今
後
こ
の
分
野
で
よ
り
詳
細
な
分
析
が
進
展
す

る
事
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
帝
国
の
園
家
健
制
と
統
治
行
政
機
構
の
全
懐
像

の
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。

(
2
)
文
書
相
互
の
関
係
と
位
置
づ
け
一
古
チ
ベ
ッ
ト
語
占
い
文
書
の

な
か
で
も
っ
と
も
数
が
多
い
サ
イ
コ
ロ
占
い
文
書
に
お
い
て
は
、
サ
イ
コ
ロ

の
日
(
例
え
ば
、
二
/
二
/
三
や
四
/
三
/
一
の
組
み
合
わ
せ
)
と
大
吉
/

吉
/
凶
な
ど
の
卦
、
韻
文
、
隼
格
な
ど
文
書
ご
と
の
差
異
が
大
き
い
。
そ
の

差
異
が
、
敦
健
・
マ
ザ
l
ル
タ

l
グ
・
ト
ル
フ
ァ
ン
な
ど
企
弛
で
作
ら
れ
た

地
域
差
の
潟
な
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
っ
た
。
西
同
愛
の
研
究
に
よ
る
と
、

一
見
多
様
に
み
え
る
占
い
文
書
に
は
共
通
の
書
式
が
あ
り
、
占
い
の
核
と
な

る
サ
イ
コ
ロ
の
日
と
吉
附
の
卦
の
組
み
合
わ
せ
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
中
央
政
府

の
占
官
に
よ
っ
て
年
ご
と
に
決
定
さ
れ
、
そ
れ
が
中
央
ア
ジ
ア
各
地
に
も
配

布
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
占
い
の
よ
う
に
日
常
生
活
に
密
着
し
た

ロ
ー
カ
ル
な
文
書
も
中
央
政
府
の
管
理
下
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、

占
い
文
書
が
チ
ベ
ッ
ト
祉
舎
に
お
い
て
持
っ
て
い
た
機
能
と
関
連
す
る
。

(

お

)

(

却

)

ダ
ッ
ト
ソ
ン
が
紹
介
し
た
サ
イ
コ
ロ
占
い
に
添
附
さ
れ
た
コ
ロ
フ
ォ
ン
に

は
、
サ
イ
コ
ロ
占
い
の
機
能
に
つ
い
て
の
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

敦
僅
地
域
に
い
る
外
相
と
中
央
政
府
の
司
法
官
の
問
答
集
の
な
か
に
、
離

婚
・
貸
借
契
約
・
財
産
所
有
な
ど
様
々
な
訴
訟
が
引
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ケ
ー
ス
に
お
い
て
最
終
決
定
に
サ
イ
コ
ロ
占
い
を
採
用
す
べ
き
か
ど
う
か
、

が
問
わ
れ
る
。
貸
借
の
訴
訟
だ
と
、
借
り
手
が
期

H
ま
で
に
返
済
し
な
か
っ

た
場
合
、
違
約
罰
と
し
て
二
倍
返
し
に
な
る
こ
と
が
契
約
文
書
に
明
確
に
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
引
用
し
た
上
で
借
り
手
は
、
あ
ら
ゆ
る
刑
罰
は
お
上

(
ツ
エ
ン
ボ
)
に
よ
る
恩
赦
の
釘
象
に
な
る
の
だ
か
ら
、
違
約
罰
を
課
す
か

否
か
も
お
上
の
言
葉
で
あ
る
サ
イ
コ
ロ
に
よ
っ
て
決
め
る
よ
う
要
請
し
、
結

果
と
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
判
決
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
、

第
一
に
契
約
、
訴
訟
は
も
と
よ
り
占
い
文
書
に
い
た
る
ま
で
中
央
チ
ベ
ッ
ト

政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
り
、
そ
れ
が
中
央
ア
ジ
ア
各
地
に
も
配
布

さ
れ
る
と
い
う
中
央
集
権
的
文
書
行
政
、
第
二
に
そ
の
よ
う
に
リ
ジ
ッ
ド
な

法
髄
系
を
持
ち
な
が
ら
も
、
賓
施
の
最
終
決
定
に
お
い
て
は
お
上
の
こ
と
ば

で
あ
る
サ
イ
コ
ロ
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
枇
舎
の
特
性
で
あ
る
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

(
3
)

会
O
世
紀
以
降
の
チ
ベ
ッ
ト
悌
敬
一
一

O
世
紀
の
敦
僅
チ
ベ
ッ

ト
文
献
の
中
に
は
多
数
の
仰
典
、
と
く
に
密
教
経
典
が
合
ま
れ
て
い
る
事
が

(
出
)

わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
書
き
子
は
、
漢
人
、
ウ
イ
グ
ル
人
を
は
じ
め
コ

l
タ

ン
か
ら
敦
煙
に
来
た
巡
礎
や
借
な
ど
で
あ
っ
た
o

イ
ン
ド
で
護
達
し
た
密
数

(
泣
)

が
い
ち
早
く
チ
ベ
ァ
ト
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
経
典
と
し
て
慶

く
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
河
西
一
帯
に
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
チ
ベ
ッ

ト
語
が
多
言
語
枇
舎
の
共
通
語
(
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
)
で
あ
っ
た
こ
と
は
肢

に
述
べ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
悌
救
聖
典
の
一
百
語
と
い
う
{
一
不
敬
的
な
裏
付
け

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
O
l
一
二
世
紀
に
河
西
の
多
民
族
枇
舎
に
お
い
て
チ
ベ
ッ
ト
語
と
チ
ベ

(
お
)

ッ
ト
悌
教
が
贋
く
支
持
さ
れ
て
い
た
事
は
重
要
で
、
沈
衛
築
が
言
、
つ
よ
う
に

会
二
世
紀
西
夏
時
代
の
裁
惇
密
殺
の
流
行
と
一
一
一
一
世
紀
以
降
モ
ン
ゴ
ル
が
チ
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ベ
ッ
ト
悌
教
に
蹄
依
す
る
素
地
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

河
西
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
儒
教
の
流
布
は
、
そ
の
後
の
西
チ
ベ
ッ
ト
に
お

け
る
悌
救
改
革
運
動
に
も
連
動
し
、
ま
た
東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト

人
の
悌
致
活
動
に
も
刺
激
を
奥
え
た
。
束
西
チ
ベ
ァ
ト
聞
の
交
流
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
そ
の
詳
細
や
賓
態
は
不
明
な
黙
が
お
お
く
，
今
後
の
研
究
を
ま

っ
。
一

O
l
一
二
世
紀
は
文
献
が
乏
し
い
空
白
期
と
見
な
さ
れ
て
来
た
が
、

チ
ベ
ッ
ト
史
の
重
要
な
韓
換
期
で
あ
り
、
今
同
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
一

O
世
紀

(

孔

)

(

問

)

敦
健
文
書
と
カ
ラ
ホ
ト
山
山
土
文
書
、
そ
れ
に
タ
ボ
僧
院
文
書
な
ど
を
総
合
的

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま

め

と

703 

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
古
チ
ベ
ッ
ト
文
献
は
チ
ベ
ッ
ト
史
は
も
ち
ろ
ん

中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
研
究
に
と
っ
て
も
お
お
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
た
。

た
だ
、
士
口
チ
ベ
ッ
ト
文
が
難
解
で
あ
り
、
辞
書
・
参
考
書
な
ど
工
具
室
田
が
な

い
こ
と
や
世
界
各
地
に
分
散
す
る
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
事
情
も
あ

っ
て
、
研
究
の
進
展
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
に

な
っ
て
カ
タ
ロ
グ
が
充
賓
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
デ
ジ
タ
ル
書
像
が
作
成
さ

れ
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
書
の
利
用
が
容
易
に
な
り
、
そ
の
結
果
山
チ

ベ
ッ
ト
文
献
の
全
懐
像
が
み
と
お
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
チ
ベ
ッ
ト
文
書

を
歴
史
研
究
に
活
用
で
き
る
研
究
環
境
が
よ
う
や
く
整
っ
た
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
文
書
の
難
解
さ
は
か
わ
る
こ
と
な
く
、
研
究
を
始
め
る
に
は
何
ら

か
の
手
ほ
ど
き
が
必
要
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
膨
大
な
量
の
貴
重
な
史

料
が
未
開
拓
の
賦
態
で
存
在
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
史
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア

史
研
究
を
め
ざ
す
新
し
い
世
代
の
研
究
者
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ

フ
但
。
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